
収納管理WT議事（令和６年７月17日～令和６年７月23日）
＃ 仕様書分類 要件No.

要件ID
件名 確認事項フラグ WT確認事項

回答集約（地方団体構成員） 検討結果

1 印字項目 0140132 納税証明書 ①共有 「納税義務者」-「氏名（名称）」の型は「宛名氏名型」となっております。
「完納証明書」は「全角」となっていること、その他の帳票も氏名は「全角」となって
いることから、「全角」に修正いたします。

（E市）:（意見なし）
（K市）:（意見なし）
（C市）:承知しました。
（I市）:承知しました。
（B市）:（意見なし）
（J市）:（意見なし）
（F市）:（意見なし）
（H市）:問題ありません。
（D市）:問題ありません。
（A市）:承知しました。
（地方税共同機構）:（意見なし）
(デジタル庁):（意見なし）
(総務省統括アドバイザー):事務局案に同意する。

確認の通り修正する。

2 印字項目 0140080 還付請求書（郵送） ①共有 #1と同様に、「納税義務者」の型が「宛名氏名型」となっていたので、「全角」に修
正いたします。

（E市）:（意見なし）
（K市）:（意見なし）
（C市）:承知しました。
（I市）:承知しました。
（B市）:（意見なし）
（J市）:（意見なし）
（F市）:（意見なし）
（H市）:問題ありません。
（D市）:問題ありません。
（A市）:承知しました。
（地方税共同機構）:（意見なし）
(デジタル庁):（意見なし）
(総務省統括アドバイザー):事務局案に同意する。

確認の通り修正する。

3 機能要件 新設 消込処理（共通納税） ①共有 次期更改及びeLTAXを活用した公金収納に伴い、eLTAXの共通納税機関
コードの取得単位によっては、納付情報ファイル等に税以外の公金に係る納付
データが含まれる場合があるため下記の機能要件を追加いたします。改定内容の
詳細は参考資料②をご覧ください。なお、本件は地方税共同機構と協議済みの
内容です。
○機能要件（標準オプション機能）
納付情報管理ファイル、納税情報ファイル（納付日ベース）、納付情報ファイル
（入金日ベース）の取り込み、管理にあたっては、税目・料金番号等により必要
な納付データのみを取り込み、管理ができること。また、取り込み後に取り込み対
象外のデータをファイル出力できること。

（E市）:（意見なし）
（K市）:（意見なし）
（C市）:承知しました。
（I市）:承知しました。
（B市）:（意見なし）
（J市）:（意見なし）
（F市）:（意見なし）
（H市）:問題ありません。
（D市）:問題ありません。
（A市）:承知しました。
（地方税共同機構）:追加のご対応ありがとうございます。
○１点目
「納税情報ファイル（納付日ベース」を「納付情報ファイル（納付日ベース）」へ誤記修正をお願い
いたします。
○２点目
電子化室様との個別調整において、標準オプションには適合基準日は設定しないと回答をいただき
ましたが、参考資料②では「令和9年4月1日」が設定されておりますのでご確認ください。
なお、適合基準日を設定される場合、eLTAX更改及び公金収納の開始が令和８年９月とされて
いることを踏まえて設定いただくことが望ましいと考えます。

(デジタル庁):データ要件・連携要件における対応につきましては、必要に応じてご相談させていただ
けますと幸いです。
(総務省統括アドバイザー):事務局案に同意する。

確認の通り修正する。
なお、地方税共同機構の2点の指摘については反映させる。

4 機能要件 新設 eLTAXとの連携（納付書情報の
アップロード）

①共有 次期更改及びeLTAXを活用した公金収納に伴い、納付情報管理ファイル、納
税情報ファイル（納付日ベース）、納付情報ファイル（入金日ベース）の取得
元が審査システムから共通納税IFSに変更となり、同時に共通納税IFSからの取
得のためのAPIを提供するため、下記の機能要件を追加いたします。改定内容の
詳細は参考資料②をご覧ください。なお、本件は地方税共同機構と協議済みの
内容です。
○機能要件（標準オプション機能）
APIにより納付情報管理ファイル、納税情報ファイル（納付日ベース）、納付情
報ファイル（入金日ベース）を共通納税IFSから連携・ダウンロードできること。
「共通納税IFS API仕様書」に記載される機能を実装すると共に必要となるデー
タを管理できること。

（E市）:（意見なし）
（K市）:（意見なし）
（C市）:承知しました。
（I市）:承知しました。
（B市）:（意見なし）
（J市）:（意見なし）
（F市）:（意見なし）
（H市）:問題ありません。
（D市）:問題ありません。
（A市）:承知しました。
（地方税共同機構）:同上
(デジタル庁):データ要件・連携要件における対応につきましては、必要に応じてご相談させていただ
けますと幸いです。
(総務省統括アドバイザー):事務局案に同意する。

確認の通り修正する。

5 印字項目 0140031 口座振替開始（変更）通知
（汎用紙）

①共有 森林環境税が追加されたことにより税目の桁数を11桁から17桁に修正いたしま
す。

（E市）:（意見なし）
（K市）:（意見なし）
（C市）:承知しました。
（I市）:承知しました。
（B市）:（意見なし）
（J市）:（意見なし）
（F市）:（意見なし）
（H市）:問題ありません。
（D市）:問題ありません。
（A市）:承知しました。
（地方税共同機構）:（意見なし）
(デジタル庁):（意見なし）
(総務省統括アドバイザー):事務局案に同意する。

確認の通り修正する。
一部ベンダから意見のあった納付書への対応については、全国意見
照会発出時の仕様書で反映済みである。

6 印字項目 0140032 口座振替開始（変更）通知
（圧着はがき）

①共有 森林環境税が追加されたことにより税目の桁数を11桁から17桁に修正いたしま
す。
また、最小フォントサイズを7ポイントで定義いたします。

（E市）:（意見なし）
（K市）:（意見なし）
（C市）:承知しました。
（I市）:承知しました。
（B市）:（意見なし）
（J市）:（意見なし）
（F市）:（意見なし）
（H市）:問題ありません。
（D市）:問題ありません。
（A市）:承知しました。
（地方税共同機構）:（意見なし）
(デジタル庁):（意見なし）
(総務省統括アドバイザー):事務局案に同意する。

確認の通り修正する。

7 印字項目 0140035 口座振替済通知書 ①共有 森林環境税が追加されたことにより税目の桁数を11桁から17桁に修正いたしま
す。

（E市）:（意見なし）
（K市）:（意見なし）
（C市）:承知しました。
（I市）:承知しました。
（B市）:（意見なし）
（J市）:（意見なし）
（F市）:（意見なし）
（H市）:問題ありません。
（D市）:問題ありません。
（A市）:承知しました。
（地方税共同機構）:（意見なし）
(デジタル庁):（意見なし）
(総務省統括アドバイザー):事務局案に同意する。

確認の通り修正する。

8 印字項目 0140039 口座振替不能通知（汎用紙） ①共有 森林環境税が追加されたことにより税目の桁数を11桁から17桁に修正いたしま
す。

（E市）:（意見なし）
（K市）:（意見なし）
（C市）:承知しました。
（I市）:承知しました。
（B市）:（意見なし）
（J市）:（意見なし）
（F市）:（意見なし）
（H市）:問題ありません。
（D市）:問題ありません。
（A市）:承知しました。
（地方税共同機構）:（意見なし）
(デジタル庁):（意見なし）
(総務省統括アドバイザー):事務局案に同意する。

確認の通り修正する。



9 印字項目 0140041 再振替のお知らせ（汎用紙） ①共有 森林環境税が追加されたことにより税目の桁数を11桁から17桁に修正いたしま
す。

（E市）:（意見なし）
（K市）:（意見なし）
（C市）:承知しました。
（I市）:承知しました。
（B市）:（意見なし）
（J市）:（意見なし）
（F市）:（意見なし）
（H市）:問題ありません。
（D市）:問題ありません。
（A市）:承知しました。
（地方税共同機構）:（意見なし）
(デジタル庁):（意見なし）
(総務省統括アドバイザー):事務局案に同意する。

確認の通り修正する。

10 印字項目 0140043 再振替のお知らせ（圧着はがき） ①共有 森林環境税が追加されたことにより税目の桁数を11桁から17桁に修正いたしま
す。
また、最小フォントサイズを9ポイントで定義いたします。

（E市）:（意見なし）
（K市）:（意見なし）
（C市）:承知しました。
（I市）:承知しました。
（B市）:（意見なし）
（J市）:（意見なし）
（F市）:（意見なし）
（H市）:問題ありません。
（D市）:問題ありません。
（A市）:承知しました。
（地方税共同機構）:（意見なし）
(デジタル庁):（意見なし）
(総務省統括アドバイザー):事務局案に同意する。

確認の通り修正する。

11 印字項目 0140080 還付請求書（郵送） ①共有 森林環境税が追加されたことにより税目の桁数を15桁から17桁に修正いたしま
す。
また、最小フォントサイズを7ポイントで定義いたします。

（E市）:（意見なし）
（K市）:（意見なし）
（C市）:承知しました。
（I市）:承知しました。
（B市）:（意見なし）
（J市）:（意見なし）
（F市）:（意見なし）
（H市）:問題ありません。
（D市）:問題ありません。
（A市）:承知しました。
（地方税共同機構）:（意見なし）
(デジタル庁):（意見なし）
(総務省統括アドバイザー):事務局案に同意する。

確認の通り修正する。

12 機能要件 0140471 検索条件 ①共有 帳票整理番号の印字は標準オプション項目としたことから、実装区分の整合をと
るため、機能ID0140473の検索条件に含めるよう、修正いたします。

（E市）:（意見なし）
（K市）:（意見なし）
（C市）:承知しました。
（I市）:承知しました。
（B市）:（意見なし）
（J市）:（意見なし）
（F市）:（意見なし）
（H市）:問題ありません。
（D市）:問題ありません。
（A市）:承知しました。
（地方税共同機構）:（意見なし）
(デジタル庁):異論ございません。なお、滞納管理システムの機能ID:0150312についても同趣旨
の修正が行われるものと考えてよろしいでしょうか。
(総務省統括アドバイザー):事務局案に同意する。

確認の通り修正する。
滞納管理も同様の修正が行われる想定。

13 印字項目 0140080 還付請求書（郵送） ①共有 「公金受取口座利用意思確認」が、実装必須項目、標準オプション項目のいず
れにも定義されていなかったので、実装必須項目とするよう修正いたします。
なお、デジタル庁が示す「標準仕様書間の横並び調整方針」で「公金受取口座
（公的給付支給等口座）の利用の意思の有無チェック欄を設ける。」とされてい
ることから、標準オプション項目ではなく、実装必須項目といたします。

（E市）:（意見なし）
（K市）:（意見なし）
（C市）:承知しました。
（I市）:承知しました。
（B市）:（意見なし）
（J市）:（意見なし）
（F市）:（意見なし）
（H市）:問題ありません。
（D市）:問題ありません。
（A市）:諸元表の還付請求書（郵送）、「公金受取口座利用意思確認」の実装必須項目に
「●」が入ると理解しました
承知しました

（地方税共同機構）:（意見なし）
(デジタル庁):（意見なし）
(総務省統括アドバイザー):事務局案に同意する。

確認の通り修正する。


